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BUS化ハーネスの開発

（講演番号：８０）

菅谷雅彦氏
株式会社デンソー

ディーゼル燃焼騒音のエンジン構造で
の低減方法

（講演番号：１８１）

大塚雅也氏
トヨタ自動車株式会社

Human Driving Behavior Prediction 
using Dynamic Bayesian Networks

（講演番号：３２１）
Mr. Toru Kumagai
National Institute of Advanced Industrial 
Science and Technology

ガソリンHCCI 制御システムの開発
（第１報）

（講演番号：２２６）

山岡士朗氏
株式会社日立製作所

詳細な素反応過程を考慮した数値流体
コードによるディーゼル燃焼の数値解析

（講演番号：３３１）

草鹿　仁氏
早稲田大学

An Experimental and Epidemiological 
Evaluation of Abdominal Injuries in 
Children

（講演番号：３２６）
Ms. Kristy B.Arbogast, PhD
The Children’ s Hospital of Philadelphia

レーシングカーの空力開発

（講演番号：４０７）

白波瀬　徹氏
株式会社童夢

　優秀講演発表賞は，「学術講演会の更なる活性化と発表水準の向上を図る」ことを目的に，２００２年春季大会より設置されました．
　受賞者数は講演発表件数の２％以内とし，大会ごとに学術講演会運営委員会が大会参加者による評価をもとに受賞候補講演者を選
定し，表彰委員会が決定いたします．今回は，下記８名の方々が受賞されました．

２００５年春季大会優秀講演発表賞受賞者
問合せ先：技術・規格グループ　前田

E-mail: e-maeda@jsae.or.jp

SUV Demonstration of a Torque Vectoring Driveline and 
New Concepts for Practical Actuation Technologies

（講演番号：１９４）

Mr. Jonathan C.Wheals
Ricardo UK

１．目的：本会の目的達成及び自動車に係る科学技術に関し，
多大の貢献をなしている正会員に対し自動車技術会フェロー
の称号を授与し，会員がフェローとしての矜持を保ち更に積
極的に自ら事業に参画し，以って本会の活性化を図ることを
目的としています．

２．資格：２００６年３月３１日現在において，正会員歴が５年以上
であり，前述の目的にあった方．ただし，就任中の理事なら
びに在籍中の本会事務局勤務者は推薦を受けられません．

３．応募：正会員５名による推薦が必要です．なお，そのうち
３名以上が候補者と異なる機関に所属することが必要です．

４．受付期間：２００６年２月１日～ ２月２８日（必着）
５．認定：２００６年６月開催の各支部総会において，会長より認
定証及びフェロー徽章を授与いたします．

６．募集要項及び推薦書：
　下記本会ウェブサイトよりダウンロードして下さい．
　【URL】http://www.jsae.or.jp/09award/fellow.php
７．書類提出先：〒１０２―００７６　東京都千代田区五番町１０―２

五番町センタービル５ F
社団法人自動車技術会　運営グループ　山崎

２００６年自動車技術会フェロー候補を下記要領にて募集いたします．

候補者募集
２００６年　自動車技術会フェロー

問合せ先：総務チーム　山崎　Tel. 03―3262―8211

Fax. 03―3261―2204　E-mail: award@jsae.or.jp

mailto:e-maeda@jsae.or.jp



